
相模台小学校・学区内連携園の取組についてご紹介します 
   

相模台小学校と連携園では、今年度、年間連携予定を立て、組織的・計画的に子ども同士・教職員同士の交流が行 
われています。 
 

１１月には、「秋フェスタ」が行われた午後に、第２回目の「幼保小連携会議」が行われました。協議会では、午前に行 
った子ども同士の交流の振り返りも行われていました。 園の先生方からは、「今日は楽しかった。」「小学校では、落ち葉 
やどんぐりはどこで拾うのかな？」 「まつぼっくりやどんぐりで、めいろをつくってみたい！」など、秋フェスタから園に帰っ 
たときの子どもたちのつぶやきや、その興味が今後の保育につながっていく話などが聞かれました。 

また、「園は少人数なのですが、小学校では大人数になるので、就学に向けて考えていきたいと思います。」「混んでい 
た時に、『こっちはどうですか？』と促してくれた１年生の様子に成長を感じました。」などという、学びのつながりのお話もありました。 
  １年生の担任の先生も園の普段の保育を参観したとのことです。子どもの意見を取り入れる保育や、遊びながら学ぶ姿、言葉選びや園で使われている
教材などについても、伝え合いました。実際に普段の保育を参観することでの気付き、学びのつながりへの気付きがあります。 
 

今後、地区では、「言葉による伝え合い」をテーマにして、２月に行われる「第３回幼保小連携会議」に向けて、各園・各校の教育・保育内容を基に「架
け橋期のカリキュラム」を作成していくとのことです。 
 

１月２２日（水）No.１８ 

【連携校・連携園】相模台小学校・豊泉幼稚園・立正保育園・マシュマロ保育園・ナーサリースクール T＆Y 南台 

【Point】６月の幼保小連携研修で作成した 

「架け橋カリキュラム作成シート」を関係者で共有 

 
午前：生活科の「秋フェスタ」で園児と児童の交流 

午後：園長・学校長・担任等が集まり、第２回幼保小連携会議 
【Point】～午前中の子ども同士の交流の振り返りも～ 

相模台小学校区の年間連携予定 


